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目匈　 £年't ゐに支。発 晨 に1 h 4 い,   食 品公害。閥題,よ哺^  深 刻礼 し-t Vヽ3 硯 状やあ

I  ,  4ムら £i 格'f^ にゐμり れ   ^i^ かa 物 。洛全性談 話。/i あ，A 球 丿 虹体 略 素に奸寸

i  食命條お 絢 。鴇響l 扁 まれ 報告I  ズ系 だ。 今回,   ア*  / 融 とo(.－ケト 政t  幻PH t アミ ノA

り 私旅 £促 度 考るT,ans ami  n4Se 。冶柾　 特 ，: G'lu.ta.fH.cc-p^,-u.v; c  t≫･an^a。ti瞬se  隋P  T）

名･λ&>･' &  I ULtawtlc-oxal）acetlc ti-aM.sam.lna.se ( ﾖ- 0  T ） 。l 鐘'^  酵 素祗 性,こ嫁I  食品娘御

郭 の影%  が■   ら れた'  ̂  か柾告 する。

が休　T  i-a. ttS a  ふH.ase (i 屠 緩 流後 。豚zヽこ筋 ぷI) 畑 淑I, /･ご報鯵素波t 便 用した。・･-teto?-一

-1 吐o.心aci  d　と・･-a|a.MユRえ 力ヽ らな%  差賓琳豪K  算酵 素^川: ぴ添々

及声 こil)   G-lot＆mic aci（j  t  pﾒi-avtc acid　 £生 成す5  ． ぎろに2-今-dしrt.Lt汁o ptieityl り 訃･

-atzlite に-t H丿訃a.2吋≪,  左-(t 成 し， アルカ リ1: で発 色l tt 岐 養ちoえや/i ,1 戈O.P）i 測えI  た・

P片iX ／'tC add t  に£ りQ･P  T  池他 七　1  た 同揉 。棟祁 により反応り 也次式 したO χ3.[oa.c

－et;c acids ，i I り端岐値i  測 え 乙/-。

軸 呆　 必カu I   /i食品添ﾒ。匈 。疲 辣 にたり,   fii良 ，λ に ぶ，･寿略 巻へ・ 影嗜 が み5  太だ。

ハ ム寺 め発 色剤 とI  x 破 同！ れる莱硝政寸政, f 一ズ,   味-l 毎 に疹加 り い ダヒμヽ a 祚 祓-^

り ＆加 にj: !) Q-PT ，Q-OT  反応^ 顕 蚤に阻焉 り した。i  々QPT  反か よ妾 馬癈政見V

ルどi- 峻峰　 プ･ a ビズ>  破泌　a.  ど･り碍 游料r-  Jこリ阻 套が 認 。られ/> め'≪', <^･Ｏ T  反応,^  は
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A－63   湿州みあヽん果升咸脊変化 り 冰 ギシゲ ナーゼ洒祉 と.の関係

お系・ 永々大家改 （体 閲優一 ，枕尾和a-,  稲垣長典

目的 。温州み かん≪■ ら濃瘤果計 とつくる際に加熱 工程 でオ7･フレー八`－i^-を生じ？イい。

温州み*-んの脂策自 お ～/・り憾 刄・ り ー,レ破いリ レン娘 ぶ合 まれマあリ　果汁妬ｔ 一

ｴｰ堤中にリポ キシゲ ナーゼと湊触し琳豪及応jo お̂こ'j　オフJフレーバー形 応の一IS になる
こヒも溥 えら･れる。本実,晩 まこ。原 因£しりべ^  μめ温州み 石ヽんの忿怒 に至5  ji での果汁
成分。支如 ヒリポ キシゲナーゼ ヒ・関係 色験討しμ。

方法および転果 ，温州み* んヽは神糸 川県ム北吃方の訓 冷約3 タ将の熹逢温州杉山・訓本

一本 を｡定め定 期的に採取しか.  み・んは果皮と果司 に脊,ﾅ^ 氏 吃水μI  リン融政 衡表 に

て木モゲナ^ スこ猿上澄昂と;? ∂% エタノー･レ遠慮に寸S  とぶこ澱寸3  聯冷と昶麟乗 とした.

リオ゚キシゲナーゼ泳 性ばリノー･レ雌 乞素暖として葦外印吸枚法 により測 定しμ・

硬め胎果. リポ キシゲ ナーぜ洛 匯は 生果. 貯蔵粟いずれのあ 各し果円は果双よ')丈 で

あり　甘吋 七の確知とt  むに活栓(ま.f加レμ 月中旬に最大治 £̂と示 むμ 。そ。後活柱 は低

下 い こが ｸえ゙ 月まに摘果しむ截-$i>詞r^i^肘ば再びx$加・ 傾向と示 しれ。果肉中のリノー

･レ敵は生果 丿珍蔵栗 乞A-しt.tf/>P硬向 乞示したが` 。リノレ ン政彦量 は生凍中のリオ キシゲ

ナーゼ分 社 。よ4  ととも1' pfえ活姓 が豪大 にﾉ3 -, たと? ピー クr-A-レ　貯鳶 果K  て再びVt

如岐向 乞示しμ 。7J 3ri , 超,(7)主鳶合 でゐs クェ ン畿.  リンコ･`政 は加レ漱ン嶮冷枡叶rJ  ･)

>j'足 むおところ　甘喋化*--上肩 寸t>につ必｡減 少する傾向と示したが` ，アスコIレビン蔵,3え

に膚加寸刻哨何と尽しれ。


